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遠 心 型 血 液 成 分 分 離 装 置
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北 海道赤十字 血液 セ ン タ
ー

献 血部成分採血調製 課

L は じ め に

　遠心型 血 液成分分離装置 は ドナ
ー

や患者か ら採取 し

た 血液を遠心分離 し，特定の 血液成分 をそ の 機能を維

持 した まま採取す る こ と が可能 な こ と か ら，輸血や血

液 内科等 の 分野で広 く用 い られて い る．現在，赤十字

血液 セ ン タ
ー

の 血小板 及び血漿成分献血 にお い て も全

て 遠心型血 液成分分離 装置が使用 され て い る．遠心型

血液成分分離装置は採取原理 によ り連 続採取方式 と間

歇採取方式 に 分類 さ れ ，また ドナ ーへ の ア ク セ ス 方法

に よ り単針 （片腕，シ ン グ ル ア ク セ ス ）法 と 2 針 （両

腕，ダ ブ ル ァ ク セ ス ）法が あ る．本稿で は赤十字血 液

セ ン ター
の 血小板及び血漿成分献血 で使用さ れ て い る

機種を中心 に紹介する （表 1）．

2．各 機 種 の 紹 介

　2．l　CCS （Component 　Collection　System ）／ヘ モ ネ

　　　 テ ィ ク ス ジャ パ ン合同会社 （図 D

　CCS は 輸 血用 血 液成分 の 採取及 び 治療的 ア フ ェ レ

シス処置を 目的 とした多 目的型 の 単針 間歇採取方式 の

自動血 液成分分離装 置で ，採取プ ロ トコ ル と専用デ ィ

ス ポ ーザ ブ ル 回路セ ッ トの 組み 合 わせ に よ り，血 小板，

血漿，白血球，赤血 球等の 各成分の単独また は組み 合

わ せ採取 の ほ か ，末梢 血幹細胞採取，治療的血 小板除

去，治療 的白血 球除去も実施可 能で ある （表 2）．

　○採取原理 （血小板 ， 血漿採取）

　CCS は遠心ボ ウ ル を用 い て 血 液 を遠心分 離 し，目

的とする血液成分 を間歇 的 に採取 また は除去する．

　血小板 採取 （血漿同時採取）で は血小板 ・血漿採取

用回路セ ッ ト ：995JF （図 2）を使用す る．

　 ドナ
ーか ら採取 された全血 は

一
定比率で 混和 された

　キーワード ： 血 小 板 ア フ ェ レ シ ス （platelet　apheresis ），血

漿 ア フ ェ レ シ ス （plasmapheresis ），成分 献 1「［［ （apheresis 　don−

ation ），末梢 血 幹 細 胞 採 取 （peripheral 　blood　stem 　cell　trans−

plantation （PBSCT ）），保 存 前 白血 球 除去 （pre −storage 　leuko−

cytes 　reduction ），初流 血 除去 （diversion　of　the　initially　drawn

blood），採 血 副 作 用 （adverse 　reaction ），ク エ ン 酸 反 応 （cit−

rate　reaCtiOn ）

抗凝固剤 （ACD −A 液） とともに遠心ボ ウ ル に 送 ら れ，

遠心に よ り遠心 ボ ウ ル外側 か ら赤血 球層 ，パ フ ィ コ ー

ト層 （白 血球層，血 小 板 層 〉，血 漿層 が 形 成 され る

（図 3）．遠心 ボ ウ ル 内に血液 が満た され る と血漿が遠

心 ボ ウ ル か ら流 出 し，血漿採取バ ッ グ内 に採取され る ．

こ の 血漿を遠心 ボ ウ ル 内 に再 循環 させ る こ とに よ り，

各層の分離が促進 され る ．そ の 後血漿の 循環速度を加

速する こ とに よ り，比重 の 小 さ い 血小板 が 血漿 ととも

に流出して
一

時貯留バ ッ グ に採取され，残 っ た血液成

分 は 返血 さ れ る．以上 の採血〜返血 まで の 工 程 を 1 サ

イ ク ル と し て 目標量 の ユ血L小板 を採取する まで 繰 り返す．
一

時貯留バ ッ グ に採取 され た 血小板は最終サ イ ク ル 時

に 回路内の 白血球除去 フ ィ ル タ ーに よ りろ過さ れ ，白

血球除去血小板 としで 血小板採取 バ ッ グ内に採取され

る．

　血 漿採取 で は 血 漿採取用 回路セ ッ ト ；792J （図 4）

を使用す る ．

　 ドナ
ー

か ら採取 された全血 は血小板採取 の 場合 と同

様に 抗凝 固剤と 混和後遠心ボ ウ ル で 遠心 分離され ，遠

心 ボ ウル 内に 「肛液が満た され る と血漿が流出 して 血漿

採取バ ッ グ内に採取 され る．採取が終了する と残 っ た

血液成分は 返血 さ れ る ．以 上 の 採血 〜返 血 まで の 工 程

を 1 サイク ル と して 目標量の 血漿を採取する まで 繰 り

返す．な お
， 低白血 球血 漿採取 の 場合 は 遠心 ボ ウ ル の

回転数を上 げる こ と に よ り，混入 白血球が 低減 さ れ

る
1｝
．

　22AC ・555 （テ ル シス ・S）／テ ル モ株式会社 （図 5）

　AC −555は輸血 用血 液成分 の 採取 を日的 とした単針

間歇採取 方式 の 自動血 液成分分離装置 で ，採取プ ロ ト

コ ル と専用 デ ィ ス ポ
ー

ザ ブ ル 回路 セ ッ トの 組 み合 わせ

に よ り，血小板，血漿 を単独 または同時採取する こ と

が で き る （表 2）．回路 セ ッ トの
一

部 は カ セ ッ ト化 さ

れ て お り，回路の装着が 容易に なっ て い る．

　○採取原理 （血小板，血漿採取）

　AC −555 は遠 心 ボウ ル を用 い て血 液 を遠心分離 し，

目的 とする 血 液成分 を間歇的 に採取す る．

　血 小板採取 （血漿同時採取）では血小板採取 用 PC一
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表 1 主 な遠心 型血 液 分 離装置

CCS
　 AC −555
（テ ル シ スーS）

Trima 　accel COBE 　Spectra COM ．TEC

メ
ー

カ
ー

　1

ヘ モ ネテ ィ クス ジ

ヤ パ ン

テ ル モ カ リデ ィ ア ン BCT カ リデ ィ ァ ン BCT フ レ ゼ ニ ウ ス （ア ム

コ ）　　　　　　　　　、一
販売開始時期 1997年 9 月 2004 年 7 月 1999年 3 月 1993年 5月 2005年 10月

寸法 （W × H

xD ，　 mm ）

565 × 685x565 　　525 × 900 × 396

（開 蓋 時）　　　 1
527xl ，621（り× 813
申
IV ポール 伸 長時

700 × 1，520 × 710 600 × 1，400x660

　　　　　　　　 『
質量 約 27kg 約 48kg 84kg 177kg 130kg

採取方式 i片腕間歇採取 片腕聞歇採取 片腕連続採取 片腕 また は両腕連続採取 片腕ま た は両腕 連 続採

取　　　　　　　　　　
分 離方 式 遠 心 ボ ウ ル

ヨ

遠心 ボ ウ ル チ ャ ネ ル ＋ フ ィ ラ
ー

（シ ン グル ス テ
ージ）膨 鼎 2；

（3樹

1
  デ ュ ア ル ス テージ

  デ ュ ア ル ス テ
ージ

（LRS ブ ラ ケ ッ ト付）

分 離 チ ャ ン バ ー （2種 ）

  シ ン グ ル チ ャ ン バ ー

  デ ユ ア ル チ ヤ ン バ ー

体 外 循環 血 液

量

一

288mL （792J）
295mL （995JF）

約 290mL 196mL 　　　　　　　 l31　mL （ELP ，　 LRS セ ッ ト）

　　　　　　　　　 …165rnL （AutoPBSC セ ッ ト）

　　　　　　　　　h70　mL （TPE ．　RBCX セ ッ ト）

　　　　　　　　　 284mL （WBC セ ッ ト）

180mL

主 な使用 用 途 　輸血 用 血小 板 成 分
　 　 　 　 　 　 …
　　　　　　 採取

　 　 　 　 　 　 輸亅∩L用 血 漿 成 分 採

　 　 　 　 　 　 取

　　　　　　 末梢 血 幹細胞 採取

　 　 　 　 　 　 治療 的 白血球 除去

　　　　　　 治療的血小板除去

輸 血 用 血小 板 成

分採取

輸 血 用 血［漿成 分

採 取

輸∬吐用 血小 板 成分 採

取

輸血 用 血 漿 成 分採 取

末 梢 血 幹 細 胞採 取

白血 球採取／除去

血 小 板採 取

血 漿 交換 治 療

骨 髄液処理

赤 血 球 除去 ／交換 治療

末梢 血 幹細 胞 採 取

白血球採取／除去

血 小 板 採 取

血 漿交 換 治療

骨髄幹細胞濃縮処理

赤 血球交換

血漿吸 着治療

1

図 1CCS （Component 　Collection　System ）

F 回路セ ッ ト ：BB −APC440SJ （図 6）を使用する ．

　 ドナ
ー

か ら採取 された全血 は一定比率で混和 され た

抗 凝 固剤 （ACD −A 液） と と も に 遠心 ボ ウ ル に 送 ら れ ，

遠心に よ り遠心ボ ウ ル外側 か ら赤血球層，パ フ ィ コ
ー

ト層 （白 血 球 層 ， 血小 板 層 ），
血 漿 層 が 形 成 され る．

遠心 ボウ ル 内 に血 液が満た され る と血漿 が遠心 ボウ ル

か ら流 出 し，血漿採取バ ッ グ内に採取 され る．こ の 血

漿 を遠心 ボ ウ ル 内 に 再循 環させ る こ とに よ り，各層 の

分離が促進され る．そ の 後血漿の循環速度を加速す る

こ とに よ り，比重 の 小 さ い 血小板が血漿と ともに 流 出

して 複室 バ ッ グ に 採取 さ れ
， 残 っ た 血 液成分 は 返 血 さ

れ る．以上 の 採血
〜返血 まで の 工 程を 1サ イク ル と し

て 目標量 の 血 小 板 を採取す る まで 繰 り返す．複室 バ ッ

グに採取 された血小板 は最終サ イク ル 時 に回路 内の 白

血球除去 フ ィル タ
ー

に よ りろ過 され，白血球除去 血小

板 として 血小板 保存 バ ッ グ内 に 採取 され る ．

　血 漿 採 取 で は 血 漿 採 取 用 回 路 セ ッ ト ：BB −

APP540HJ （図 7） を使用す る．

　 ドナ ーか ら採取さ れ た全血 は 血小板採取の 場合 と同

様に抗凝固剤 と混和後遠心ボ ウ ル で 遠心分離され ，遠

心ボ ウ ル 内に 血液が満 たされ る と血漿が流 出して 血漿

保存バ ッ グ内に採取 され る．採取が終了する と残 っ た

血液成分は返血 され る．以上 の 採血〜返血 まで の 工 程

を 1サ イク ル と して 目標量 の 血漿 を採取す るま で 繰 り

返す．なお ，
血 漿採 取 で は 白血 球除去 フ ィ ル ター

を用

い ず，遠心分 離 とセ ン サ
ー

の 界面検出等で混 入白血 球

が低減 され て い る
2〕．

　2．3　トリマ ア クセ ル （Trima 　accel ）／カ リデ ィ ア ン

　　　 BCT 株式会社 （図 8）

　 トリ マ ア ク セ ル は輸血 用血 液成分の 採取を 目的 と し

た単針連続採取方式の 白動血液成分分離装置で ，採取

プ ロ ト コ ル と専用デ ィ ス ポ ーザ ブ ル 回路セ ッ トの 組み
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表 2　処理 モ
ー

ド
ー
覧

機種 処理 モ ード・プ ロ トコ ル 使 用 ディス ポーザ ブル セッ ト（品番） 備考

CCS 自血球除去白血 球血小板採取 血 小板 ・血 漿採取 用 回路 セ ッ ト

（995JF）
血漿 同時採 取 可 能，初 流血 除去 回路 付

自血球 除去 白血 球血 漿 採取 血漿採 取 用 回路 セ ッ ト （792J） 初流 血 除去 回 路付

血 漿採取 血漿採取用 回路セ ッ ト （792J） 初流 血 除去 回路付

末梢 血幹細 胞 採取 マ ル チ コ ン ポーネ ン トセ ッ ト（971J）

治 療 的血小 板 除去 マ ル チ コ ン ポーネ ン トセ ッ ト（971J）

治 療的 白血球 除 去 マ ル チ コ ン ポーネ ン トセ ッ ト（971J）

　 AC −555
（テ ル シス ーS）

白血 球 除去血 小 板採 取 （PC −F＞ 血 小板 採 取 用 PC −F 同路 セ ッ ト

（BB −APC440SJ ）

血漿 同時採 取 可 能，初 流血 除去 回路付

血 漿採取 （PPP ） 血 漿採取用 PPP 回 路セ ッ ト

（BB −APP540HJ ）

白血 球除去対応，初流血 除去 回路付

トリマ ア クセ ル

　 　 　 　 　 　 1

自血球 除去血 小 板 ・1肛漿 採取 血 小板 ・血漿 採 取用 セ ッ ト （80337） 1肛小 板
・IllL漿 を単独 また は 同時採取可 能，

初流 血 除去 回路付

高濃度 血小 板採取可 能

血 小 板 保存用 添 加液の 自動 送 液 μ∫能

旨自血 球 除去血 小 板 ・血 漿 ・赤血 球

採 取

血 小板 ・血 漿 ・赤 血 球 採 取用 セ ッ ト

※ 国 内未 使用

亅IIL小 板 ・1肛漿 ・赤 lnL球 を単 独 また は 同 時

採取可 能

高濃 度 血 小 板 採 取可 能

血小 板 保存 用 添 加液 の 自動 送 液可 能

COBESpectra血 小板採取 また は 除去

　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　一

ELP セ ッ ト （70100） デ ュ ア ル ス テージ フ ィ ラ
ー，泊［漿同 時採

取 可 能

白 lr旺球 除去 1血［小 板採 取 　　　　　i　LRS セ ッ ト （70307）　　　　　　　　　　　　　　　． デ ュ ア ル ス テ
ージ フ イ ラ

ー
（LRS ブ ラ

ケ ッ ト付 ），血 漿同 時採取 可 能

白血 球採 取 または 除去

  顆粒 球採 取 （PMN ）

  単核球採取 （MNC ）
1

  骨 髄液 処理 （BMP ）

WBC セ ッ ト （70600） シ ン グル ス テ
ージフ イ ラ

ー

骨髄 液 処 理 は BMP セ ッ ト と組 み 合 わせ

て使 用

．
自動 末梢 血幹 細 胞採 取 AutoPBSC セ ッ ト　（70610） デ ュ ア ル ス テ

ー
ジ フ ィ ラ

ー，血漿 同時採

取可 能

ゴ1［漿 交換 治療 TPE セ ツ ト （70500） シ ン グ ル ス テ
ージ フ ィ ラ

ー

骨髄 液処 理 BMP セ ッ ト （70630） WBC セ ッ ト と組み 合わ せ て 使用

赤 血 球交 換 RBCX セ ッ ト （70700） シ ン グル ス テ
ージ フ イ ラ

ー

COM ，　TEC 末梢血 幹細胞採取〆リ ン パ 球採取

（PBSC −Lym ）

C4Y デ ュ ア ル チ ャ ン バ ー

末梢 血 幹 細 胞採 取／リ ン パ 球 採 取

［低容量 ］（RV −PBSC ）

RVY デ ュ ア ル チ ャ ン バ ー

末 梢 血 幹 細 胞 採 取 ／単核球採 取

（MNC ）

PIY シ ン グ ル チ ャ ン バ
ー

顆粒球採取 （Granulo）
Ip

ユY シ ン グ ル チ ャ ンバ ー

骨髄幹細胞濃縮処理 （BMSC ） PIY シ ン グ ル チ ャ ン バ ー

白血 球 除去 （Deplet） C4 デ ュ ア ル チ ャ ン バ ー

血 漿 交換 治療 （TPE ） PL1 シ ン グ ル チ ャ ン バ ー

ml漿吸着治療 （Adsorb） PIR シ ン グル チ ャ ン バ ー

血小 板採取 （PLT 　5d，
　 PLTld） C4L デ ユ ア ル チ ャ ン バ ー

血 小 板採取／単針法 （PLT 　5d−SN ，
PLTId −SN）

S4L

合わせ によ り，血小板 ，血漿，赤血球 の 各成分を単独

また は 組み 合 わせ て 採取す る こ と が で き る （表 2）．

回路セ ッ トの
一

部は カセ ッ ト化されてお り，回路 の 装

362

着は容易 に な っ て い る ．現 在，日本国内で は 血小板 ・

血漿採取 セ ッ トの み が市販 さ れ て い る．

　本機は輸血 用血小板採取に対応した機種の 中で は体
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外 循環血液 量が 196mL と少 な く，循環 血液量 の 少 な

い ドナ
ー

か らの 血小 板採血が 可能 とされ て い る．また，

LRS （1euco　reduction 　system ）チ ャ ン バ と呼 ば れ る

白血球除去 シ ス テ ム に よ り，白血球 除去 フ ィ ル ターを

使用する ことな く血小板製剤中の 白血球を除去する こ

とが で きる ．

　○採取原理 （血小板採取）

　血 小板採取 （血 漿同時採取）に は 血小板 ・血漿採取
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図 5AC −555 （テル シ ス ・S）

セ ッ ト ：80337 （図 9）を使用 す る．

　 ドナ ーか ら採血 さ れ た全 血 は抗凝 固剤 （ACD −A

液）が 加えら れ た後，フ ィ ラ
ー （遠心部）に セ ッ トさ

れ た チ ャ ネル （遠心分離器内の 流路）に送 られる．遠

心分離に よ りチ ャ ネル の 外側 か ら赤血 球層 ，
パ フ ィ コ
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一 ト層 （自血 球層，血 小板層），血 漿層 が形 成 され，

チ ャ ネ ル 末端に達する と血小 板採取 ポー トにて 血小 板

（少量 の 白血 球を含 む），血漿，赤血球 ＋ 大 部分 の 白血

球 に分離 され る．血小板 に つ い て は更 に LRS チ ャ ン

バ を通 過す る 際 に 混 入 白血球 が 分離除去 さ れ る （図

10）．

　分離 された各血液成分 の うち必要成分が 各採 取 バ ッ

グ内に 採取 され，それ以外は返血 リ ザ
ーバ に 送 られた

後返血 される．以上 の 採血 〜返血 ま で の T．程 は採取 日
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図 9　 トリマ ア クセ ル 用 血小 板
・血 漿採取セ ッ ト （80337＞

標量 に達する まで 連続的 に 行 われ る
3）．

　2．4COBE 　Spectra／カ リデ ィ ア ン BCT 株式会社

　　　 （図 ll）

　 COBE 　Spectra｝まドナ
ー

や 患 者か ら採取 した，また

は あ らか じめ 採取 され た血液成 分を遠心分離 し，特定

の 成分 を採取 または除去す る ため に 開発され た単針 ま

た は 2針 の 連続採取方式血液成分分離装置で，採取プ

ロ トコ ル ，専用 デ ィ ス ポーザ ブ ル セ ッ ト及びそれ に 適

合 する フ ィ ラ ーを組み 合わ せ て使用する こ とに よ り，

各種血液成分の 採取 ま た は 除去 を行 うこ と が で き る

（表 2）．末梢血幹細胞採取 に つ い て は 全 自動モ ー
ドの

ほ か
，

ユ ーザ ーが マ ニ ュ ア ル 操作で 採 取細胞や そ の 純

度等を調整で きる半自動モ
ー

ドを選択 可能で ある．

　遠心分離は フ ィ ラーに セ ッ トされたチ ャ ネ ル 内で 行

われ る．末梢血 幹細 胞採取で 使用 さ れ る デ ュ ア ル ス テ

ージ フ ィ ラーの場合はチ ャ ネル の 第 1 ス テ
ージ に 流入
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図 10　 トリ マ ア クセ ル の 遠心 分 離部
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図 12COBE 　Spectraの遠 心分 離 部 （AutoPBSC）

した全血が遠 心分離 され ， 血漿 は第 2 ス テ
ージ 側 へ 移

行 し， 末梢血 幹細胞はダ ム （境界）部手前に 蓄積 され

る．そ の 後 ，境界面 の 位置が コ ン トロ
ー

ル され て末梢

血幹細胞層 が ダ ム 部 を超え，採取チ ュ
ーブ を通 っ て 採

取され る （図 12）．

　な お，2011 年 7 月 に 同 社 よ り本 機 の 後 継 機 種

（Spectra　Optia）の 販 売が予定 され て お り，タ ッ チ ス

ク リ
ー

ン の 採用，回路 の カセ ッ ト化 ，光学 セ ン サ
ー

に

よる境界面自動調整 の 精度向上が 図られ て い る．

　2．5COM ．TEC ／フ レ ゼ ニ ウ ス カービジ ャ パ ン株式

　　　 会社 （国内代理店 ：株式会社ア ム コ ） （図 13）

　COMTEC は ドナ
ーや患者か ら採取 し た

， ま た は あ

らか じめ 採取され た 血液成分を遠心分離 し，特定の成

分 を採取 ま た は 除去す る た め に 開発 され た 連続採取方

式の 血液成分分離 装置で，全 て の 採取 プ ロ トコ ル で 単

針法 と 2針法を選 択する こ とが で きる．採取プ ロ トコ

ル と専用 デ ィ ス ポ
ー

ザ ブ ル セ ッ トを組 み 合 わせ て使用

す る こ とに よ り，各種血液成分の採取また は除去を行

うこ とが で き る （表 2）．特 に 末梢 血幹 細胞 採取 に つ
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い て は患 者 （ドナー）の状況に 応 じて 採取効率優先，

高純度 ，高濃縮 の 3 種の採取条件を選択する こ とが で

きる．

　遠心 分離は シ ン グ ル また は デ ュ ア ル の 分離チ ャ ン バ

で 行われ る ，遠心 に よ り形成され た チ ャ ン バ 外側 の 赤

血 球層 と内側 の 血 漿層はそ れぞ れポ
ー

トか ら流 出 し，

境界面 の パ フ ィ コ ー
ト層 は光学セ ン サ

ーと血液ポ ン プ

が連動 して 至適位置に 自動的 に コ ン トロ
ール され チ ャ

ン バ 内に 蓄積 され る （図 14）．

図 14COM ．TEC の遠 心分 離 部

3．装置の メ ン テナ ン ス （日常点検 ・保守点検）

　装置が本来の性能を発揮 し安全か つ 適切に血液成分

の 採取を行 うため には ， 日常及び定期的 な メ ン テ ナ ン

ス が不可欠 で あ る ．メ ン テ ナ ン ス は ユ
ー

ザ
ー

が 日常的

に行 う点検 や清掃の ほか，メ
ー

カ
ー

（医療機器修 理業

者）に よる定期的 な保守点検を実施す る必要 が あ る．

表 3〜5 に CCS，　 AC −555， トリマ ア ク セ ル の 日常 点検

及 び保守点検項 目を示す．

4．血液セ ン ターにお ける血小板 ・血漿ア フ ェ レ シ ス

　赤十字血液セ ン ターで 行われ て い る 血小板及び血漿

成分献血 に お い て は，現在，CCS ，　 AC −555， トリマ

ア ク セ ル の 3種の 遠心 型 血 液成分分離装置が 使用 さ れ

て い る．

　 凵本赤十字社が供給す る ア フ ェ レ シ ス 由来 の 血 小板

製剤は 2004年 10 月 25 日，血 漿製剤は 2〔｝06年 3 月 1

日採血分 か ら ， 白血球に起 因する種 々 の 輸血 副作用 の

防止 を目的と した保存前白血 球除去が導入 され て い る．

採取 プ ロ トコ ル 及 びデ ィ ス ポ
ー

ザブ ル 回路 セ ッ トは全

て 白血球除去に対応 した もの が使用 され，製剤中に残

表 3　 CCS の 日常 点 検及 び保 守 点 検項 目

日常 点検項 目

・DPM 部 及び SPM 部 の ク リーニ ン グ 布，消 毒用 ア ル コ ール に

・
遠心槽 の 目視確認 血 液等の 液漏れ が ない こ

・遠 心槽 の 清掃 ス プ レ ーボ トル また は洗

・遠 心 器 カ バ ー
の 清掃 洗剤で 湿 ら せ た布で 清掃

・各ポ ン プ の 清 掃 ポ ン プ ロ ーラーを取 り外
・
ラ イ ン セ ン サ

ー
の 清 掃 ラ イ ン セ ン サー

の 溝を湿
・空気検出器 の 清掃

・各エ ア
ー

フ ィ ル タ
ーfブ イ ル タ

ー
ス ク

リーン の 清掃
・装置表面及 び 表示部の 清掃
・ボ ウ ル オ プ テ ィ ク ス の 清掃
・
漏れ 電流

・マ ニ ホール ドリーダーの 清掃

内容

ス プ レ ーボ トル また は洗 剤 で湿 らせ た布 で 清 掃 す る，

洗 剤 ・水 で 清掃 す る．

抗凝 固剤 ラ イ ン，ドナーラ イ ン，ブ ラ ッ ドラ イ ン の 空気 検出器 の 溝 を

温 水 で 湿 らせ た綿 棒 または布 で 清掃 す る．
CCS 底部 3 箇所 の 空気取 り入 れ 口 に 装着 され た フ ィ ル タ

ー
を温 水 で

清掃する．
希釈 し た 洗剤 また は消毒剤に 浸 し た 布で 清掃す る．
湿 らせ た 布 で 清 掃 す る．
漏れ 電流を測定す る．
湿 らせ た布で 清掃 す る．

　 実 施頻 度

毎 日 （始業 前 ）

採取毎

1週 毎

1週 毎

1カ 月毎

1 カ 月毎

1 カ 月毎

3カ 月毎

定期的

1 カ 月毎

1 年毎

h カ 月毎

保守点検 項 目 実施 頻 度

・
外観試験

・ポ ン プ ス ピード 1 年毎
・初 期 動作 試験 ・遠心 器 （医療 機器 修 理 業者
・
清掃

・
ドナ

ー
ラ イ ト （点灯 テ ス ト） に よ る ）

・内部 試験 （部 品取付 状 況 ） ・エ アーデ ィ テ ク ター （エ アーの 検出テス ト）
・電 源 電圧

・
デ ィ ス ポ ID セ ン サー

（ID 検 出テ ス ト）
・ドリ ッ プモ ニ ター （カ ウ ン トテ ス ト） ・サ イ ク ル テ ス ト
・バ ル ブ （オ ク ル

ージ ョ ン テ ス ト）
・
ラ イ ン セ ン サー

・ウ ェ イア
ー ・ボ ウル オ プテ ィ クス

・カ ブ 圧
・漏 れ 電流 試 験

・DPM ／SPM （圧 力 テ ス ト，イ ン ターロ ッ ク テ ス ト） ・消費電流

・デ ィ ス プ レ イ （全セ グ メ ン ト表示テ ス ト）
・
保護導通 試験

・キーボード （キー操作）
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表 4　AC ・555の 日 常点検及び 保守点検項 目

項 目 内容

・本 体の 破損，薬液 の 汚 れ 確 認 本体 に 破損等が な い こ と，可 動部分 に 異常 な ガ タ が な い こ と，血 毎

液 ・薬 液 等に よる 汚 れが ない こ と を確 認 す る．ま た，吸気 口 内部 の

エ ァ
ー

フ ィ ル タ
ー

が 汚れ て い な い こ とを確認す る，
・AC 電源 の 接続確認 AC 電 源 ケ

ー
ブ ル が 装置 及 び コ ン セ ン トに確 実 に接 続 され て い る こ 毎

・モ ＝ タ
ー

の 可 動確認

・腕帯 ・チ ュ
ーブ の 破損 確認

・電 源投 入 時 の 動 作確 認

・PPP バ ッ グ 重量 セ ン サ の 重 量点 検

・
日付 ・時 刻 の 確 認

タ ッ チ パ ネ ル の 確認
・遠 心 ボ ウ ル の 吸 着 の 確 認
・
非常停止 ス イ ッ チ の 動作確認

・PPP バ ッ グ 重 量 セ ン サ の 点 検 ・校 正 ．
・時計設 定
・タ ッ チ パ ネル 補正

とを確 認 す る．
モ ニ タ

ー
の 可動状 態 を確 認す る．

腕 帯 ・チ ュ
ーブ に破損，キ ズ が な い こ と を確 認す る．

電 源投 入 時 の 動 作 が正 常 で あ る こ とを確 認す る．
PPP バ ッ グ ハ ン ガ

ー
に 500　g の お も りを掛 け，表示 が ± 5g 以 内で

あ る こ とを確認 す る．
日付 ・時刻 が正 しい こ とを確 認する．
タ ッ チ パ ネル の 動作 が 正 常で あ る こ と を確認す る，
遠 心 ボ ウ ル が 正 常 に 吸着 され る こ と を確認 す る．
回 路 装 着画面 以 降で 非常停止 ス イ ッ チ を押 し，作業中止 画面 に なる

こ と を確 認 す る．
500g の お も りを用 い て ，　 PPP バ ッ グ 重量 セ ン サ の 校正 を行 う，
日付 ・時刻 に ズ レが ある 場 合，正 しい 日付 ・時刻 を設 定す る．
タ ッ チ パ ネ ル の ボ タ ン 位 置 ズ レ が あ る場 合，補正 を行 う．

実施 頻 度

（電 源投 入 前）

（電 源 投入 前 ）

毎 囗 （電 源投入前）

毎 日 （電 源 投 入 前）

毎 日

毎 日

日

目

日

口

毎

毎

毎

毎

6 カ 月毎

6 ヵ 月毎

6 カ 月毎

保 守 点検 項 目 実 施 頻 度

・外観状 態

・電源 の 接続
・セ ル フ チ ェ ッ ク 動作 ［電 源投入 ］
・

ス イ ッ チ 動作 ［電 源投入 ］
・BC 界面 セ ン サ テ ス ト
・PC 濃度セ ン サ テ ス ト

・PPP バ ッ グ重量 テス ト
・血 液 ポ ン プ テ ス ト

・電 源 ス イ ッ チ 動作 ［電 源切 断ユ
・チ ュ

ーブ ク ラ ン プ部 オイ ル 塗 布
・
加圧 ポ ン プ機能確認

・遠心ボ ウ ル 吸着圧 確認
・
真空 ポ ン プ機 能 確認
・
時計機能確．認
・液 漏 れ セ ン サ動 作確認
・気 泡 セ ン サ 動 作 確 認

1年毎

（医療機器 修理 業者

に よる ）

・ACD ポ ン プ テス ト ・ドナ
ー

／シ ス テ ム圧 感圧 部ポ
ー

ト検出確認
・遠 心 器 テ ス ト ・手 動 カ セ ッ ト開放 ボ タ ン 機 能確 認
・
カ ブ 圧 力 テ ス ト

・
遠心槽高さ 確認

・ドナー圧 力 セ ン サ テ ス ト ・手動 遠 心 ボ ウ ル 開放 ボ タ ン 機 能確 認
・

シ ス テ ム 圧 力 セ ン サ テ ス ト ・電気的安全 性試験

存す る 自血 球数は 1 バ ッ グ あた り 1 × IO6個以下 と い

う基 準 に 95％ 以 上 が 適合す る よ う管理 さ れ て い る．

また，血小板製剤は 2006 年 10 月 26 口，血 漿製剤は

2008年 1 月 23 日採血 分 か ら， 製剤 へ の 細 菌混入 の 防

止を 目的と して穿刺直後 の 血液を除去する初流血 除去

も導入 され て い る ．

5．採血副作用 につ い て

　採 血時 に は様 々 な採血副作用 が発生する場合 があ る．

健常 者 を対象 とした献血時に発生 して い る 主 な採血副

作用に は血管迷走神経反応 （VVR ），皮下出血，ク エ

ン 酸 反応，神経損傷，穿刺部痛等があ る ．

　 こ の うちク エ ン酸反応 は成分献血 （ア フ ェ レ シ ス ）

特 有 の 副作 用 で あ り，抗 凝 固剤 と し て 使用 さ れ る

ACD −A 液中の ク エ ン酸が 返血 で 体内に流入す る こ と

に よ り，
血 中 イ オ ン 化カ ル シ ウ ム と結合 して そ の 血 中

濃度を低下 させ ，四肢末端知覚過敏，しび れ ，悪心等

の 症状 を示す．ACD −A 液使用量の少 ない 血小板 ・血

漿 ア フ ェ レ シ ス で は 重篤な症状を示すこ とは まれ で あ

る が ，軽度な症状で もア フ ェ レ シ ス 中断 となる場合が

あ る．また ACD −A 液使用量 が多 く採取時間 も長 い 末

梢血 幹細胞採取等で は よ り注意が必要で あ り，ACD −

A 液使用量 の 管理 ，カ ル シ ウ ム 剤 の 補給 血 中イ オ

ン 化 カ ル シ ウ ム の モ ニ タ リン グ，心電 図 の 事前確認 と

モ ニ タリ ン グ，症状 の 観 察とい っ た安全対策が重要 と

され て い る
4）．

6．企業連絡先

（1 ）ヘ モ ネ テ ィ ク ス ジ ャ パ ン 合同会社

〒 102−0082 東京都千代 田区一番町 16 番地共同ビ ル

　　　　　　 （
一

番町）

TEL ．0120−792−995 （フ リ
ーダ イヤ ル ）
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表 5　 ト リ マ ア ク セ ル の 日常点 検 及 び 保 守 点検 項 目

日常 点 検項 目 内容 実施頻 度

・
本体，デ ィ ス プ レ イ 等の 使 用 後清 掃 中性 洗 剤 を 含 ませ た 布等 で 清拭 す る． 毎 日

・各 セ ン サーの 清掃 抗 凝 固 剤 セ ン サー，採血 圧／返 血 圧 セ ン サー，RBC セ ン サー，遠 1週毎

心 圧 セ ン サ
ー，り ザ ーバ レ ベ ル セ ン サ ーを 水 を 含 ま せ た ガ ーゼ

また は綿棒 で 清掃 す る．
・

リ
ー

ク セ ン サ
ー

の 清 掃 遠 心 分 離器 ドア 内の リ
ー

ク セ ン サ
ー

部 を 希釈 し た 中性 洗 剤 及 び 適宜

水 で 清 掃 す る．
・バ ル ブの 清 掃 中性 洗剤 を含 ませ た綿棒 で清 掃する． 適 宜

・ポ ン プ ハ ウ ジ ン グ とポ ン プ ロ
ー

タ
ー

の 清掃 ロ
ー

タ
ーを取 り外 し，II・性洗剤 を含ませ た布等で 清拭 す る． 適宜　　　　　　 圃一

●蔽 系統 チ ・而 地 チ ・ ・ ク

保守点検項 目 実 施 頻 度

・電源チ ェ ッ ク

・電 源投 入チ ェ ッ ク

・
接地抵抗チ ェ ッ ク

・電圧 チ ェ ッ ク

・漏 れ電 流 チ ェ ソ ク

6 カ 月毎

（医 療 機 器 修 理 業 者

に よ る ）

● サ ブ シ ス テ ム チ ェ ソ ク
・

リ
ー

ク セ ン サ
ー

チ ェ ッ ク

・ドア ロ ッ ク及 び閉鎖 テ ス ト

・遠 心分 離器加 速 テ ス ト

・遠心分 離 器 速度チ ェ ッ ク

・
フ ァ ン チ ェ ッ ク

・採 血圧 ／返 血 圧 セ ン サーチ ェ ッ ク

・遠 心 分離圧 セ ン サ
ー

チ ェ ッ ク

・RBC セ ン サーチ ェ ッ ク
・
デ ィ ス プ レ イ 画面 ・

ポ ン プ速 度 チ ェ ッ ク

・ア ラ
ー

ム LED チ ェ ッ ク ・ポ ン プ ロ
ー

タ
ー

チ ェ ッ

・
リ ザーバ レ ベ ル セ ン サー ・ポ ン プ閉鎖 チ ェ ッ ク

・カ セ ッ ト トレ イ セ ン サ
ー ・バ ル ブ チ ェ ッ ク

・抗 凝 固剤 セ ン サー

●生 理 食塩 水流 入 テ ス ト ・プ ラ イ ミ ン グ 電源遮断回復
・監 視 タ イマ

ー
・

ア ラ
ー

ム テ ス ト ⊥．

（2 ）テ ル モ 株式会社

〒 100−0005東京都千代田区丸 の 内 1−8−2

　　　　　　 第一
鉄 鋼ビ ル デ ィ ン グ 7F

TEL ．　Ol20−12−8195 （フ リ
ー

ダイヤ ル ： テ ル モ コ
ー

ル

セ ン ター）

FAX ，03−3374−8543

E−mail ： e−center ＠ terumo ．co ．jp

（3） カ リデ イ ア ン BCT 株式会社

〒 150−0022東京都渋谷区恵比寿南 1 丁 日 7番 8 号

　　　　　　 恵比寿サ ウ ス ワ ン 9F

TEL ，03−6743−7890 （代表）

FAX ．　03−6743−9800

（4 ）株式会社 ア ム コ

〒 102−0072東京都千代［H区飯田橋 4−8−7

TEL ．03−3265−4263 （代表）

FAX ．03−3265−2796
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